


試なの各イ牛を現場のポ~ルマ芝のに

の構之物の実際の成■に近くするた

めで̀
め
るo

イズaえ羽卜のしビ
｀
フレ47は′ イタ蜂L′0

イ薔の彦‖薇菟 tttИ 2 1口 |口 剰たし

た。議卿 移 のとさのコ/ク リート

のカレトは /5～ /7日 Z あ゙フた。

4誡 嫌 吉呆

(1)凍結融衛手の繰長しレにより′ヒ

ビヮ/ャ の広くなう1曖向は認められ

なかった。

(2)ヒ ビワレのイ脱いかどが
'宏
多「

魏さを久フた沐ヱ友で
｀
′くのた のaPか

にはほとんど/‐R霧は鵠められなか2

た。

(3)ウえかを終えた1スらえル軽につV Z`

鉄筋と政なし調べた。しビ
`ヮ
/を模

断する部分ぞ微筋承面にはホサビ2

生じzい た。ソビのヤ1まJ～ ノ′″屁

ノその深さは雄くみ
｀
く,こ すれlr.寡

ぅて消える程度グ
'めった。コンクリ

ートのしビ
'フ
アウと教筋に発生する

ソげの夕とあr.・lに は明らかな関琢は

認められなかつた。

以上のツ暢録修呆から,教筋その多

いコンクリート|〕れ lZは ,教 筋と

巖断するオ何に入つたしピ
`ワ
Иは,

写真 -1 ハ コにならべた秋孝式ルト

承-2 凍 結融年の繰進し

′入したフトの凍結扁夕得によフ2ふろじ発えずう.とばなぃと運.わ,1る。

本気膝は回微バれ脅イ̀保と鉄適雹κ協公とのわ7巖βか■よ2Zイテわれた。計認し2蔵謝タ

姜:tな します。

※ 凍 結合友数F氷 点下の温度の合計

参な 夏サイクル三/‐A緒全友数 x全 サイクノレ

=/θ 2,メ 」44

=6′ θθθθ 度 ブイクノレ

このイ直!よ′ ASTM, C-29θ ′タノ の ″駐イ≒Z

よる(―/8=イ・夕℃)/θ7サイクノレにオロ当する。
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